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赤
ヤ
羽
根
募
金
は
じ
ま
る

に
す
け
あ
っ
て
明
る
い
く
ら
し
を

内よアゴ政市村大(毎月1日，10日，lOll，発行〉

(
農
地
法
第

(ー)

売
買
申
請

五
八
四
件

内
訳
日
贈
与
・
:
一ニ
五
件
六
、
四

O
O
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
有
償
・:四

話

査

員

が

伺

い

ま

し

た

か

国
土
地
理
院
で
基

す
。
測
量
の
た
め
作
業
員
が
み

な
さ
ん
の
土
地
に
立
入
る
乙
と

が
あ
る
と
忠
わ
れ
ま
す
の
で
、

ど
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

(建
設
課
)

~2 0 日秋の慰霊祭 ;

ど
遺
族
な
ら
び
に
一
般
市
民

十
時
凶
の
か
た
が
た
が
多
数
ご
参
拝
く

ご
ず
¥

だ
さ
る
よ
う
お
闘
い
い
た
し
ま

ま

寸
d

寸
手
刀

j

引

刻

ら
市
内
す
o

u
い
で

一ニ
怒

な

お

、
書

の

遺
家
族
に
は

い
ハ
ま

部
塔
で

遺
族
赤
、
参
拝
券
、
パ
ス
連
日

げ

日

長
崎
県
割
引
一祉な
ど
を
お
渡
し
し
ま
す

別

イ

殉
国
慰
の
で
、
十
月
十
五
日
か
ら
十
七

烈

日

銀
事
費
日
ま
で
の
問
に
福
祉
事
務
川
ま

パ

日

会
主
似
た
は
各
山
張
所
で
お
安
け
取
り

の
秋
季
く
だ
さ
い
。

十
月
の
実
弾
射
撃

限
上
自
術
隊
大
村
部
隊
は
十
月

巾
つ
ぎ
の
と
お
り
池
田
射
川
市
場

で
実
州
射
唯
を
行
な
い
ま
す
。

〔
日
碍
〕
3
日
J

8
日
・
ω日
t

u日
・
口
日
J
れ
日
(
毎
日
午

前
八
時
か
ら
午
後
五
埼
ま
で
)

な
お
、
3
日
1
7
日

-m日

(毎
日
午
前
九
時
か
ら
同
時
ま

で
)
は
海
上
自
術
隊
大
村
胤
空

隊
が
小
銃
出〈
抑
射
撃
を
実
施
し

ま
す
。

の
証
明
の
付
い
て
い
る
も
の
を
し
ま
す
。
相
談
事
頃
は
家
事
お
よ

間
入
し
て
く
だ
さ
い

。

び

民
事
関
係
と
な
っ
て
い
ま
す
の

(
円
以
林
課
)
で
多
数
ご
利
用
く
だ
さ
い。

(長
崎
地
裁
大
村
支
部
)

1
4
・wq

侍
年
行
な
わ
れ

一す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

一

一

わ
げ
で
す
。

f
r
e
が
て
い
る
赤
い
羽
根

一た
乙
と
は
、
皆
さ
ん
の
絶
大
な
ζ

一

な
お
昨
年
度
の
募
金
で
、
大
村

一ム
子
供
の
家
H
八
万
円

同
一
己

努
A

設
が
、
乙
と
し

一協
力
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
り
、
非
抑止

山
内
の
社
会
福
祉
施
設
や
定
的
に

一ム
災
害
見
舞
金

(
十
四
号
台
風
)

十

l
沼
も
十
月

一
日
か
ら
一
に
蕗
ば
し
い
乙
と
で
、
お
礼
者
一回
っ
た
人
た
ち
、
台
風
な
ど
の
災
一

H
二
万
八
千
円

『，，
E

十
二
月
三
十
一
日

一し
あ
げ
ま
す
。

一容
に
よ
る
被
災
者
な
ど
に
配
分
さ

一ム
善
隣
会
H
三
万
円

品
目
小

一
ま
で
令
国
一
斉
に

一

大
村
市
は
昨
年
度
、
日

結

五

一れ
た
金
稲
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
、
一ム
コロ

ニ
ー
協
会
日
八
万
円

日
目
け

む
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ

一十
ニ
万
八
千
円
に
対
し
募
金
傾
五
一こ
れ
ら
の
か
た
が
た
は
、
み
な
さ

一ム
社
会
福
祉
事
業
費
H
十
七
万
六

擬

空

ま
す
。
乙
の
間

一十
二
万
八
千
円
と
一

0
0
%
の
好
一ん
の
温
い
浄
財
に
よ
っ
て
明
る
い

一
千
円

宙

技

山
中
と
く
に
士
一
月

一
成
制
を
収
め
ま
し
た
が
、
と
く
に
一庄
一泊
を
つ
づ
け
る
こ
と
が
で
き
た
)

(
共
同
募
金
会
大
村
市
支
会
)

羽

信

引
の
一
カ
月
間
は
竺
運
動
問
中
じ

展

望

援

し

一

自

主

た

す

け
あ
い
運

一た
、
語

、
竹
信

任

県

共

同

一

r
z
=
一一一一一一一;=一一一一一一==一一一一一一一:一一一一一一一一;一一一一一一一;一一
一=
一
~
一
一
一
=
主
主
一
一
一
町
民

五

一

-j一一一一
一
一
;

引

言
が
行
な
わ
れ
ま

一募
金
会
長
か
ら
表
彰
さ
れ
る
と
一

も

っ
と

も

多

い

売

買

申

請

了

ル

、
小
作
地
四
七
倍
、

σ
13。

一い
う
立
派
な
成
果
を
あ
げ
て
お
り

一

一

七
O
O
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
問

程

'
f
乙
の
国
民
た
す
け

三

9
0

一

昨

年

度

・

農

委

で

の

取

扱

い

一
設
定
申
請
七
件
0
・
五
ヘ
ク

1
1
冶
あ
い
運
動
も
発
足

一

乙
と
し
は
県
ド
で
集
め
ら
れ
る
一

一

タ
l
ル
)

と

一
以
来
、
乙
と
し
で

一募
金
額
は
二
千
八
百
万
円
で
、
そ
一

大
村
市
臨
業
委
員
会
は

Z一知
事
あ
て
進
達
し
て
い
ま
す
。

一
宅
地
転
用
そ
の
他
(出
地
法

‘
園

山
十
四
年
目
を
迎
え

一の
う
ち
、
大
村
市
の
日
限
傾
は
、
一地
部
会
を
開
催
し
農
地
等
の
売
買

一申
請
習
の
内
容
審
査
に
あ
た
っ
て
一

一

一

一

一
第
四
、
五
条
関
係
)

と

ひ
ま
し
た
が
、
年
ど
一
七
十
三

千

七

百

円
と
な
っ
て

一定

、
語

、
小
作
地
の
返
還
な

一は
一
件
ご
と
に
綿
密
な
る
調
査
を
一

と
に
こ
の
運
動
に
対
す
る
理
解
と

一お
り
ま
す
の
で
、
昨
年
間
服
よ
ろ
一ど
に
つ
い
て
の
許
可
申
請
書
の
内

一レ
、
と
く
に
小
作
地
の
返
還
な
と
一

自
己
転
用
申
請

(法
四
条
)
一
一

関
心
が
高
ま
り
、
目
標
額
を
達
成

一し
く
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
一容
を
審
査
し、

意
見
習
を
つ
け、

一に
つ
い
て
は
、

後
日
い
ろ
い
ろ
な
一
三
件、

0
・
八
七
三
ヘ
ク
タ
l

-

一

紛

争

な

ど

を

引

き

起

さ

な

い
よ
う
一

ル

ηL

Sミ
t
之
さ
主
『
r
s出司
、司

rミミ
J
Jミ
ミ
、司

r、
建
〉
下
、ミ路
、、ィ
y
ミ認
可、

t込町枝、

一

一

一

-

一両
者
の
出
席
を
求
め
て
慎
重
を
期
一

転
用
売
買
申
請
(
法
五
条
)
七

回
鼠
戸

副
，

r
'
1
4
1
・

4
:
噌
』
こ

一
で
の
人
は
希
望
加
入
が
で
き
ま
す

一

1

一

北

陸

一

む

と

君

主

~

芋

金

こ

一

一

し
て
し
ま

す

。

一

七

件

一

ニ

、
七
六
八
ヘ
ク
タ
ー
ル

l

z

-

L

メ
て

E
E自
4

7

1

一老
後
や
不
意
の
で
き
ご
と
に
備
え

一

な
お
、
適

格

連

法

注

目

一

見

室

明
願
四

一
件
二
、
八

一

月

組

一

て

、

進

ん

で

、
乙
の
国
民
年
金
の

一

7

土

f
一

3
且

ヰ

加

入

い

た

し

ま

し

ょ

う

一
加
入

Zし
ま
し
ょ
う
。

一切

れ

長

説

明

一
七

七

(

控

室

斗
日
一

一
加
入
届
は
福
祉
事
務
所
ま
た
は
一

1

一

8

4

1
7
、

一一

一て
し
ま
す
。

一二
十
条
関
係
)

0
4
全
日
本
国
民
の
恩
給
と
も
い
う

一工
業
者
な
ど
の
た
め
の
佐
が
年

一
ι張
所
で
受
け
付
け
ま
す
。
国
民
一

昨
年
度
中
の
処
理
件
数
は
つ
ぎ
一

ぶ

べ

き
国
民
年
金
が
で
き
、

そ
の
加

一金
で
あ
る
凶
民
年
金
が
で
き
ま
し
互
に
つ
い
て
わ
カ
ら
な
い
乙
庄

の
と
お
り
で
す
。

昨
附
一入
届
の
受
付
が
十
月
一
日
か
ら
は

一た。

一が
あ
り
ま
し
た
ら
、
福
祉
事
務
ゲ

一

則
一
じ
i
り
ま
し
た
。
い
ま
ま
で
恩
給
一

日
本
人
で
二
十
才
以
上
五
十
三
ま
た
は
出
版
所
へ
ど
速
慮
な
く
お

一売
買
貸
借
関
係

i
年
金
は
軍
人
や
役
人
あ
る
い
は
サ

一ま
で
の
人
は
、
職
場
の
年
金
品

一
た
ず
ね

く

だ

さ

い

。

三

一

条

関

係

)

ラ
リ

l
マ
ン
だ
け
の
も
の
と
考
え

一入
し
て
い
な
い
人
全
部
が
、
こ
の

一

(
福
祉
事
務
所
)

ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
い
ま
ま
で

一国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
に
な

な
か
っ
た
践
、
漁
民
や
中
、
小
商

一り
ま
し
た
。
ま
た
、
五
十
四
才
ま

本
測
量
を
実
施

建
設
省
凶
土
地
理
院
は
九
月

十
九
H
か
ら
十
一
月
二
十
七
日

ま
で
市
内
一

円
の
基
本
測
量

(凶
り
三
角
測
品
)
を
行
な
い
ま

十
月
二
十
日
(
木
曜
)
午
前

慰
霊
祭
が
帆
り
行
な
わ
れ
ま
す

合
意
解
約
申
請
・
:
一
九
件一

、

五
一
五
ヘ
ク
タ
ー
ル

(内
不
許

可
一
件
)

地
主
よ
り
解
除
申
請
:
・
八
件

0
・
八
七

一
ヘ
ク
タ
ー
ル

小
作
人
よ
り
解
除
申
請
:
・
一
件

0
・
O
二
ヘ
ク
タ
ー
ル

宗
佃
祉
事
務
的
)

日

申
請
書
は
毎
月
二
十

日
ま
で
受
付

陵
地
関
係
申
請
書
の
受
付
は
傍

月
二
十
日
と
し
、
月
末
ま
で
に

股
地
部
会
を
開
催
し
、
付
議
審

査
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
の

で、

以
上
の
よ
う
な
許
可
を
受

け
よ
う
と
す
る
場
合
は、

早
田

に
委
員
会
事
務
局
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

二
十
日
以
後
に
提
出
さ
れ
た
分

に
つ
い
て
は
翌
月
回
し
と
な
り

ま
す
。

(
農
業
委
員
会
)

日
日
・
畜
産
共
進
会

第
十
一
回
畜
産
共
進
会
は
十
月

十
三
日
午
前
九
時
か
ら
玖
島
崎
補

助
グ
ラ
ン
ド
で
行
な
わ
れ
ま
す
。

多
数
ζ
参
観
に
お
い
で
く
だ
さ
い

(
農
林
課
)

(
庶
務
課
)
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収
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は
か
る
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町、
，

i…
門
生
態
〕

ゴ

に

、
ガ
マ
口
の
よ
う
な

茶

包

J
十
カ
月
で
、
チ
ャ
パ
ネ
ゴ
キ

ペ
ス
ト
、
彦
、
化
川
控
窓

一

w

刊

一

キ
ブ
リ
類
は
熱
情
の
卵
糊
を
つ
け
て
お
り
、
そ
の
ブ
リ
は
一-丁
目
カ
月
で
成
虫
と
な
ど
を
伝
染
し
ま
す
の
で
、
ハ

ベ

コ
ー
一
一
一

距
熱
帯
に
多
く
、
巾
に
ク
ロ
ゴ
キ
ブ
リ
で
は
二
十
な
り
ま

す

。

主

力
よ
り
も
そ
い
室
で

一

~

目

…

日
本
で
は
、
北
海
有
一匹
、
チ
ャ
ペ
ネ

ゴ

ヲ
リ
で
成
虫
は
よ
く
飛
び
、
一
庄
の
す
。

一

ふ

い

げ

道
に
チ
ャ
パ
ネ
ゴ

は
一一
一十
五
十
匹
の
卵
が
、
一

間

は

了

二
年
で
、
巾
に
は
〔
駆
除
方
法
叫

一

…
キ
プ
リ
が
時
た
ま
児
ら
れ
る
程
部
屋
ず
つ
仕
切
ら
れ
た
小
室
に

一一括
も
袋
一げ
す
ろ
も
の
も
あ
り
ゴ
キ
ブ
リ
頬
の
駆
除
の
「
環
明
F

一
度
で
、
本
州
、
四
同
、
九
州
に

産
み
淫
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
ま
す
。
ゴ
キ
ブ
リ
は
夜
間
活
則
的
万
法
」
は
、
台
所
、
流
レ
場

…

…
は
い
ろ
い
ろ
な
種
類
が
す
ん
で
乙
の
卵
鞘
は
ゴ
ネ
ブ
リ
の
極
類
陛
で
、
も
っ
と
も
よ
く
活
動
す
の
後
始
末
を
よ
く
し
て
、
残
飯

一

一
い
ま
す
。
そ
の
お
も
な
も
の
は
に
よ
っ
て
援
護
に
し
て
い
石
の
は
午
後
十
時
1
午
後
十
二

野
菜
く
芸
ど
は
持
つ
き
の
こ

J

ク
ロ
ゴ
キ
ブ
リ
、
ヤ
マ
ト
ゴ
ギ

ま
す
が
、
時
遣
は
全
く
同
様
で
時
で
あ
っ
て
、

C
二
十
五
t
捕
に
捨
て
、
食
物
を
密
閉
で
き

一

…
ブ
リ
、
チ
ャ
ペ
ネ
ゴ
キ
ブ
リ
な

尾
端
に
露
出
さ
れ
て
か
ら
宇

一二
十
度
が
も
っ
と
も
適
温
の
よ
る
一戸
棚
に
レ
ま
う
乙
と
で
あ
り
F

f

ど
で
、
ク
ロ
ゴ
キ
ブ
リ
は
西
日
六
日
ぐ
ら
い
後
に
、
一戸
棚
、
押

う
で
す
。
光
を
好
ま
ず
、
動
物

こ
れ
と
「
殺
虫
剤
の
使
用
」
と
い

…
1
1
1
11
1
1
1
1
1
1
-
-
-1
l
o
l
l
i-

--
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
ー
ー
ー
ー
ー
ー
を
併
用
ず
る
と
効
果
的
で
す
。
一

F

11
1
11
1
1
11
1
1
1
1
1
11
11
9
11
1
1
1I
l
i
l
i
-
-
1
1
1

1
1

1

1
1
1
殺
虫
剤
は
、
け
け

r
と
リ
ン
一

一

キ

プ

ソ

刀

生

長

と

五

宗

方

生

デ
ン
と
の
混
合
刑
が
望
ま
し
く
…

川

オ

コ

G
d月
JT

F
区

，

ヌ

主

流
し
の
下
、
一月
間
の
隅
な
ど
の

+

-
什
川
川
リ
ハ
ハ
ハ
川
H
H
N
U
N
-川
川
H
H川
川
川
H
H什
H
lハ
ハ
ハ
川
H
H
H
H川
ハ
ハ
ハ
ハ
ゴ
キ
ブ
リ
の
通
り
路
に
な
る
と
川

乙
ろ
に
、
月
に

一
回
、
た
っ
ぷ

F

一
本
に
多
く
、
成
虫
は
や
や
赤
味
入
な
ど
の
適
当
な
場
所
に
落
下
質
お
よ
び
湯
慣
の
廃
物
多
り
ま
く
か
、
刷
毛
で
塗
る
か
し
日

…
を
帯
び
た
黒
色
で
羽
か
長
い
。
し
ま
す
。

く
求
め
て
あ
ら
ゆ
る
場
品
川
に
出
て
お
き
ま
す
と
、
目
の
前
で
は

一

…
ヤ
マ
ト
ゴ
キ
ブ
リ
は
東
日
本
に
こ
の
よ
う
に
し
て

じ

二
十
没
し
、
十
日
ぐ
ら
い
の
絶
食
に

コ
ロ
リ
と
い
か
な
く
て
も
、
徐

一

f

多
く
分
布
し
、
成
虫
は
赤
色
が
よ
ニ
十
度
の
気
温
な
ら
ば
三
十
も
耐
え
る
乙
と
が
で
き
ま
す
。

々
に
死
に
絶
え
て
、
非
常
に
減
川

…
か
っ
た
光
沢
の
少
な
い
黒
色
で

五
?
四
十
日
で
幼
虫
に
ふ
佑
す
主
と
し
て
砂
川
山
、
み
そ
、
野
菜
っ

て
き
ま
す
。

-

F

羽
が
少
々
婿
い
。

る

の

で

す

が

、

ヂ

ャ

パ

ネ
ゴ
キ

な
ど
を
好
ん
で
食
べ
ま
す
が
、

全
滅
さ
せ
る
の
も
不
可
能
で
は
一

r

，
ヂ
ャ
パ
ネ
ゴ
キ
ブ
リ
は
全
国

ブ
J
ま
歪
ド
と
同
寺
こ
、
あ
る
爽
、
更
兵
ま
で
食
べ
て
、
食
勿

ー

"

1
l

-

日
yv

-
l
;

4

な

い

よ

う

で

7
。
ま
た
、
乙
れ
…

一
に
広
く
分
布
し
、
成
虫
で
も
一
い
は
腹
端
に
つ
い
た
ま
ま
ふ
化
ゃ
、
食
時
の
上
を
は
い
ま
わ
り
と
リ
ン
デ
ソ
線
香
と
ん
い
併
用
(二

骨

二
一J
一
・
五
セ
ジ
チ
メ
l
ト
、
し
ま
す
。

時
と
し
て
は
木
や
衣
服
を
食
1し
よ
い
で
し
ょ
う
。

一
ル
く
ら
い
の
小
型
種
で
す
。

室

長

虫

に
似
て
い
ま
す
破
る
乙
と
も

あ

り

ま

す

。

(

保

険

衛

生

課

)

~

叶

ゴ
キ
ブ
リ
の
雌
は
産
卵
期
の
が
、
羽
は
な
く
、
五
J
七
回
の

門

病
気
〕
ゴ
キ
ブ
リ
は
大
腕

…
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
そ
の
尾
端

脱
皮
後
、
ク
ロ
ゴ
キ
ブ
リ
は

八

商

、

語
、
コ
レ
ラ
、
チ
ブ
ス

一

み
な
さ
ん
の
お
宅
に
は
、
国
勢
調
査
の
た
め
に
、
調
査
員
が
伺
っ
て
い
る
は
ず
で
ご
ざ
い
ま
す
。
も
し
、
調
査
票
を
配
っ
て
い
な
い
所
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
市
庶
務
課
ま
た
は
出
張
所
に
と
連
絡
く
だ
さ
い
。
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「、
レハ
J

一吋旧
J

「

サ
ノ
ヰ
nt
L

落
水
は
荷
期
に
日H

稲
は
山
仰
が
山
て
か
ら
二
十
五

日
I
三
十
日
く
ら
い
ま
で
実
入

り
が
続
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
そ

に
与
分
が
じ
ゅ
う
ぶ
ん
あ
る
乙

と
が
大
切
で
す
。
位
惜
し
易
い

砂
地
で
は
桜
中
小
を
じ
け
く
ら
い

の
は
レ
ま
し
ょ
う
。
げ
れ
点
後
位

儲
し
過
ぎ
る
助
合
は
、
い
つ
で

も
走
り
水
が
で
き
る
よ
う
に
し

て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
み

ん
な
で
話
し
合
っ
て
川
市
中
小
が
半

過
ぎ
な
い
よ
う
に
い
た
し
ま
し

注
意
し
、
先
主
唄
で
は
テ
デ
イ

オ
ン
の
下
山
v
r
T
間
信
し
ま
し

ょ
う
。
h
J
h

た
山
河
川
川
の
般
討
も
大

き
い
の
で
、

川
没
後
刊
殺
す
る

か
、
あ
る
い
は
網
右
組
う
て
防

ぎ
ま
し
ょ
う
。

そ
庁
特
心

農
作
業

〔
豆
類
(イ
ン
ゲ
ン
)
〕

山

k
c旧
I
1
3
ド
ま
3
十
町
一
ぎ
な
、
山

l

J

q
t本
ι
ω
U
H
J
q
J
V
F

可辺、
d

に

し

よ

う

に

一
白
菜
l

病
害
防
除
を
完
全
に
…

の
後
に
活
水
し
ま
し
ょ
う
。
山
市

水
が
円
午
す
ぎ
る
と
、背
米
、
死
米

シ
f
ナ
が
噌
加
し
減
枚
し
ま
す

ま
た
樹
首
イ
モ
チ
一
同
が
発
坐
し

た
り
、
一一
化
J
A

「
虫
の
被
害
が

噌
大
し
ま
す
。
特
に
本
年
は
雨

の
た
め
、
二
化
則
の
防
除
が
じ

ゅ
う
ぶ
ん
行
な
わ
れ
て
い
な
い

の
で
、
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
活

水
後
は
十
日
間
く
ら
い
は
土
壌

心

za
曹、・

ur--

病
害
虫
の
訪
除
に
油
断

な
く
H
H

秋
ウ
リノ
カ
の
発
生

が
多
い
の
で
、
大
被
害
栓
v

っ
け

な
い
よ
う
細
心
の
注
意
が
げ
心

で
す
。
〔
麦
〕
種
子
は
今
月
巾
に
白
川

本
選
や
消
嵩
を
す
ま
せ
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

〔
み
か
ん
〕
ダ
ニ
の
発
佳
に

九
片
に
旬
に
ま
い
た
も
の
は
、

佐
官
も
順
調
に
な
り
ま
す
が
、

巾
耕
、
出
土
、
唱
肥
レ
て
、
サ

ヤ
の
伸
長
桂
川
惜
し
ま
す
。
イ
ン

ゲ
ン
の
す
ヤ
は
収
慢
が
お
く
れ

る
と
、
食
用
に
不
必
当
に
な
り

商
品
価
値
が
お
ち
ま
す
の
で
一

般
に
若
取
り
し
ま
す
。

〔
玉
ね
ぎ
〕

早
住
の
品
種
は
今
月
の
巾
下
旬

ト

ta'tu--'tua--&併
が

a

，、c・h
-FOゎ
t--Tt

ょ?っ。

大

ゆ

め

一一一一一一一一一一一一
一一
て
く
れ
る
o

青• • 
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に
定
仙
し
ま
す
。
俳
幅
も
一ニ
十

村ン

J
二
十
凶
勺
、
株
聞
は
九

一ワ

J
十
二
日
ン
と
し
、
川
市
分

需
問
ず
る
万
が
収
は
が
多
い
。

〔馬
怜
誓
U

一
皮
肉
が
十
月
巾
旬
ど
ろ
か
ら
発

信
し
ま
す
の
で
、
銅
剤
の
散
布

を
行
な
い
、
ヒ
ヤ
市
せ
を
じ
ゅ
う

ぶ
ん
行
な
い
ま
す
。

〔
甘

、
り
ん
〕

十
月
ヒ
巾
悶
硲
ま
き
の
け
川
崎
は

長一父
凶
季
催
、
民
交
秋
山
中
生
、

野
附
巾
出
な
ど
で
す
。

〔
結
球
白
菜
の

病
害
防
除
〕

白
川
胤
一
岡
、
県
班
病
や
ベ
ト
病
な

ど
は
、
制
水
銀
刑
や
ダ
イ
セ
ン

な
ど
に
よ
っ
て
、
防
除
で
き
な

い
乙
と
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
あ
ま
り
則
待
で
き
ま
せ

ん。
と
く
に
軟
闘
病
や
パ
イ
ラ
人

(
モ
ザ
イ
ク
)
一
周
に
な
る
と
薬

で
防
除
で
き
ま
せ
ん
。
川
崎
い
誕

d
a
E
Ft
i---EQ--Eaー
や
わ

を
か
け
る
と
内
得
も
止
め
ま
す

が
、
抜
一
一
一
口
も
山
て
く
る
し
、
う

す
い
誌
で
は
誠
一
世
は
山
な
く
て

も
病
山
が
比
め
ら
れ
ま
せ
ん
o

J

ミ
♂
つ
亡
民
会
小
寸
ノ
ヒ
伊
良

1

7

7

，

E
J

7
JV
J
'ノ
J

い
か
、

一例…一
一回を
止
め
た
が
よ
い

か
、
泌
を
か
り
な
い
で
秘
書
を

山
さ
な
い
万
が
良
い
か
、
問
問

で
す
。

ま
た
-M山
口
は
城
山
の
時
間
に
よ

っ
て
治
闘
を
少
作
は
く
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

実
際
松
山
仰
と
に
お
け
る
対
策

は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す

【
仙
川
匂
病
】
株
元
と
く
に
六
一
民

の
評
ち
跡
か
ら
病
気
が
侵
入
し

株
を
ブ
ヨ
ブ
ヨ
に
関
ら
せ
て
し

ま
い
ま
す
。

内
閣
は
風
に
よ
っ

て
週
ば
れ

た
り
し
ま
す
が
、
完
全
に
吃
い

た
と
こ
ろ
で
は
一
時
間
も
し
な

い
で
死
に
ま
す
。

し
か
し
多
山
崎
の
場
所
で
は
良
く

繁
焔
レ
、
上
の
巾
で
二
J
一二年

も
史
き
て
い
ま
す
。
附
除
は
つ

。
。
。

ぎ
の
こ
と
に
花
認
し
ま
す
。

ヘ川
一十
五
度
以
下
の
気
淵
で
結
球

を
は
じ
め
る
よ
う
に
脱
ま
き
す

るゆ
愉
作
一二
/
同
年
を
実
行
す
る

⑤
同
菌
は
多
く
の
も
の
と
共
通

し
た
病
気
で
あ
る
の
で
注
意
す

る門
パ
イ
ラ
ス
病
〕

史問団
、
カ
ブ
等
も
は
し
ま
す
が

山
料
切
れ
、
高
温
花
川
町
な
ど
で

住
背
が
順
調
で
な
い
場
合
に
発

信
が
多
い
。
種
子
伝
染
は
し
ま

せ
ん
が
ア
ブ
ラ
ム
シ
に
よ
っ
て

伝
染
し
ま
す
。
発
芽
当
時
か
ら

ア
ブ
ラ
ム
シ
巻
寄
せ
つ
け
な
い

よ
う
に
は
同
じ
一
%
粉
剤
を

散
市
す
る
か
、
テ
ツ
プ
剤
三
千

的
や
散
布
し
ま
す
。

域
防
と
は
間
四
熱
哨
脳
を
多
く

掘
し
、
躍中小
、
般
車
(
わ
ら
)

な
ど
を
行
な
い
ま
す
。

【
日
庇
病
】

結
球
矧
の
被
害
は
大
き
い
。
空

気
伝
染
を
行
な
い
、
と
く
に
腕

一課
似
田
達
雄
(
教
委
学
校
教
育
課

一主
任
)
ム
鈴

m出
張
所
長
上
回
己

一
一
(
悩
祉
事
務
所
)
ム
三
浦
出
仮

一所
長
土
井
背
之
助
(
鈴
閉
出
張
所

一長
)
ム
教
育
委
民
会
庶
務
課
長
森

一法
第
八
条
の
規
定
に
よ
り
被
保
険
一
者
は
被
保
険
者
若
急
い
で
保
険
一辰
男
(
保
険
理
課
長
)
ム
同
学

一者
の
資
格
を
喪
失
し
た
の
で
、
国
有
佳
課
長
し
て
く
だ
さ
い
。

一校
教
育
課
主
任
阿
部
屋

一民
他
康
保
険
の
被
保
険
者
証
の
無
一

(保
険
街
議
)
一以
上
九
月
一
日
付

一ム
企
一両
室
長
佐
川
牒
忠
則
(
企
国
主

一被

保

険

者

証

害

時

主

氏

名

宗

務

何

月

日

官

王

査

)

ム

尚

工

水

産

課

長

吉

田

正

一四
一
月
四
三
高
尾
澄
子
辻
旧
町
じ
班
六
八
O
ぉ
・
6
・
引
の
似
山
一見
(
福
祉
出
務
所
長
)
ム
福
利
事

一四一

二
九
七

吉
田
元
吉
上
杭
山
津
凶
班
凶
凶
一ニ

8
-
M
船
山
一務
所
長
兼
社
会
係
長
菊
池
綱
国

一七
0
0
0九
臼
永
虎
次
州
問

7
-m
そ
の
他
一
(
福
祉
事
務
所
社
会
係
長
)
ム
福

一五
O
一
一
五
平
田
シ
ヅ
エ
原
郷
九

O
五

m
・ー

そ
の
他
一
祉
事
務
所
国
民
年
金
係
長
高
辻
久

一
次
郎
(
福
祉
事
務
所
)

f
治ミ品、
4
p
t
ミミ、
4
F込
ぷ
対
イ

rぬお官
q
t‘
ミ
建
、
も
db
ミ芯

4
£
お
ミ
J
P主
ぬ訳、
¥

4

一

L

一ム
保
険
街
中
ム
課
長
金
氏
信
次
(
保
一
以
上
九
月
二
十
四
日
付

.
j
係

を

新

設

一険
係
長
)
ム
保
険
整
課
保
険
係
一

(
庶
務
課
)

一戸
民
間
巾
忠
載
(
川
川
務
課
)
ム
杭
務

人

事

異

動

も

発

令

一一課
管
理
係
長
原
口
政
一
(
桶
枇
卓

民
年
金
に
関
す
る
事
務
は
福
一
「
国
民
年
金
係
」
を
新
た
に
設
け
一務
耐
)
ム
福
祉
事
施
例
脳
同
地
芳
郎

祉
事
務
所
で
収
扱
っ
て
い
ま
す
が
一ま
し
た
。

一
(
文
苦
広
報
係
長
)
ム
庶
務
課
文
苦

い
よ
い
よ
十
月
一
け
か
ら
拠
出
制
一

な
お
、
九
月
一
日
付
、
二
十
回
一広
帰
係
長
山
口
正
志
(
税
務
課
官

国
民
年
金
の
受
付
な
ど
本
略
的
な
一日
付
で
人
事
異
動
を
発
令
し
ま
し
一
瑚
係
長
)
ム
企
両
室
主
査
林
熊
作

一事
務
川
町理
に
即
応
す
る
た
め
、
九
一た
が
、
そ
の
お
も
な
も
の
は
つ
ぎ
一
(
建
設
課
長
補
佐
)
ム
建
設
課
長
補

一月
二
十
四
日
付
で
福
祉
事
務
所
に
一
の
と
お
り
で
す
。
‘
一
佐
森
栄
(
教
委
庶
務
課
長
)
八
心
事
業

秋
か
ら
初
冬
の
悶
の
多
い
年
に

発
生
が
多
く
、
清
一
作
も
よ
く
あ

り
ま
せ
ん
。
刷
肥
を
じ
ゅ
う
ぶ

ん
に
し
加
問
肥
料
を
多
く
し
ま

す
。
乾
煉
防
止
に
心
掛
け
、
白

士
、
一ニ
持
ボ
ル
ド
ー
な
ど
を
か

け
ま
す
。

門
別
府
巾
川
内

υ

空
気
伝
染
を
行
な
い
十
嵯
か
ら

三
十
五
度
で
発
乍
が
多
く
、
十

じ
度
内
外
が
組
制
で
す
。
防
除

ま寸
1
f一丙
こ
巨ごノ
C
一ゴ
エ
つ

c

l
JL-以
f
'申込
L
'
Fぃ
、

く
だ
さ
い。
(
県
民
業
改
良
普
及
所
)

|えや架 l
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…
被
保
険
者
証
の
無
効
公
告
…

。
。

国を家庭を明るく築く郵便貯金

(
大
村
郵
便
局
)

正

し

い
運
転
、

正

し

い

歩

行

で

か
十
五
分
し
か
使
え
な
い
井
一戸
が
同
一
情
は
、
大

き

な

共

同

一

酌

舎

が

を

飼

挫

し、

萱
棚
、
福
車
、
松
原

O

場
地
帯
と
、
組
織
化
さ
れ
た
雌
業
あ
い
い
夢
を
み
た
。

一は
積
立
貯
金
の
増
強
運
動
中
で
す

あ

っ

た

市

営

農

場

。

数

出

立

正

び

、
飛
行
場
と
部
搭
の

i
の
山
間
地
に
は
亭
々
と
し
て
空
を
行
出
好
当
時
の
同
僚
先
担
を
思
地
晴
、
み
ご
と
に
整
理
さ
れ
た
商
大
宮
発
、
ぞ
ひ
実
現
さ
せ
た
い
ο

一皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

な
に
一
つ
昔
の
影
は
残
さ
れ
て
間
に
あ
る
ガ
ラ
ス
鳴
り
の
温
室
と
む
開
け
れ
れ

1
M
Mば
U
M
お
お
う
、

杉
憾
の
美
林
が
往
来
の

い
恥
べ
な
が
ら
、
子
供
の
こ
と
も

庖
街
、
争
つ
つ
く
し
く
建
ち
並
ん
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い、

わ
た
一
ょ
げ
ま
す
。

い
な

い

。

対

照

的

与

つ

つ

く

し

い
。
み
ん
な

雫
あ
る
。
み
か
ん
の
収

態

こ
人
の
目
を
み
は
ら
せ
て
い
る

。

忘

れ
、
し
ば
し
議
に
ふ
け
っ
て
だ
住
宅
街
、
ま

る

で

夢

の

国

だ

。

し

の

夢

で

あ

る

。

一

ま

づ

財

産

つ

く

り

目
に
映
る
も
の
は
缶
詰
工
場
、
砂
組
合
組
識
で
経
営
し
て
い
る
。
れ
十
台
の
ト
ラ
ッ
ク
、

一二
命
判
し
か
も
と
れ
は
二
十
五
年
か
ら
三
い
る
と
、
植
物
園
の
万
か
ら
、
倍
。
。
。

、

(

股

林

課

長

二

組
工
場
等
々
の
美
観
、
勇
壮
を
誇

0

0

0

-4

十
年
生
の
も
の
で
胸
高
径
一
二
十
J

々
と
し
た
、
元
気
な
子
ど
も
た
ち

一

ミ

{

一
ミ

f

一

の

第

一

歩

と

し

て

が
間
来
し
、

大

き

江

貯

誠

ほ

か

ら

い

ま

長

崎
県
と

佐

賀

県

の

合

併

一

一

っ
た
道
庁
の
君
、
じ
ん
芥
処
目
を
雑
木
林
と
竹
林
の
あ
っ
た
は
ど
ん
ど
ん
み
か
ん
祭
主
丘
四
十
セ
ン
チ
、
背
の
四
了
五
十

の
声
が
し
て
き
た
。
振
り
返
っ
て
問
題
が
よ
う
や
く
に
し
て
、
解
決

一

み

な

さ

ん

か
ら
お
誠

一ム
利
在
有
利
な
定
額
貯
金

日

理
場
の
煙
突
も
み
を
と
が
で
き
山
版
に
伝
じ
て
み
た
。

さ
れ
、
東
京
、
大
阪
、
朝
鮮
、
川

定

に

匹
敵
す
る
巨
木
で
あ
る
。

み
る
と
、
ど
と
か
の
小
学
校
の
述
の
目
鼻
が
つ
き
、
閣
官
庁
所
在
地
を

一

り

し

た
郵
便
貯
金
は
万
円
が
M
年
で
児
万
円
に
な
る
)

な
い

霊

長

閑

街

地

に
児
た
よ
う

満
州
へ
と
法
り
山
さ
れ
て
い
る
ぺ

0

0

0

足
で
あ
る
っ
か
、
一一一
人
の

先

雲

大

村
鹿
島
線
上
に
決
定
し
た
い
慎

一

一

ぽ

円

に

も
な
り
ま
ム
集
金
に
伺
う
積
立
貯
金

(年
利

o

o

o

a形
の
、
大
き
い
き
れ
い
な
建
物

い
ま
集
荷
場

の

入

口

互

選

し

い
人
は
崎
市
テ
レ
ビ
を
一周
に
、
様
だ
。

一

し
た
。
乙
の
お
金
は

4
分

2
厘
)

が
散
比
さ
れ
る
。
ョ
傾
斜
地
に
は
し
て
い
る
の
は
室
、
銭
高
乙
れ
ら
は
、
み
な
、
人
情
豊
か
な
百
人
ば
か
り
の
子
供
の
後
か
ら
は
よ
う
や
く
に
し
て
十
八
世
紀
の

一

大

蔵
省
資
金
運
用
部
ム
出
し
入
れ
自
由
な
通
常
貯
金

一
万
、
百
八
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
元

ケ
ー
ブ
ル
線
延
ら
れ
、
み
か
ん

の
梨

(
な
し
)
と
、
大
村
周
辺
の
大
村
人
が
、
認
し
、
研
究
、
努
力
父
兄
で
あ
ろ
う
お
と
な
が
数
人
、
行
政
区
域
が
十
九
世
紀
に
突
入
し

一

を
と
お
レ
て
、

章

一
(

話

会

主

主

)

飛
行
場
は
民
間
航
空
の
基
地
と
し
畑
の
裏
に
は
え
て
名
人
の
作
を
ぶ
ど
う
で
あ
ろ
う
。
警
の
一
一一
愉
し
た
燭
で
あ
っ
て
台
風
、
孟
弓
あ
る
い
は
カ
メ
ラ
を
、
あ
る
い
は
よ
う
と
し
て
い
る
。

喜
ば
し
い
次

一

府
県
、
市
町
村
お
よ

一

妻

、
便
利
有
利
、
誌

の

郵

て
五
向
・
対
馬
、
島
原
、長
崎、
佐
思
わ
せ
る
。
誌
か
ら
柴
田
、
山

車
が
並
ん
で
い
る

。

水

害

等

の

天

災

と

斗

い
、
乙
れ
に
震
機
ら
し
い
も
の
を
お
の
お
の
第
だ
が
ら
う
一
歩
進
め
て
、
二
十

一

び
各
種
公
団
、
公
庫
便
貯
金
吾

県
へ
の
県
内
空
路
が
発
達
し
、
里
措
は
県
市
営
住
宅
、
そ
の
周
乙
乙
か
ら
は
見
え
な
い
三
浦
、
鈴

打
勝
ち
つ
つ
あ
る
姿
で
あ
ろ
う
。

肩
に
、
わ
た
し
の
い
る
塁
前
の
世
紀
の
構
雲
立
て
い
い
時
期
で

一

に
貸
し
出
さ
れ
、
ゎ

一

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
発
着
が
絶
え
間
辺
の
段
家
は
富
栄
の
て
い
宅
と
み
旧
の
み
か
ん
山
は
、
往
年
の
日
本
福
輩
、
鈴
田
の
卒
国
地
に
は
高
度
万
へ
や
っ
て
く
る
。
は
な
い
か
。

一

た

し

た

ち

の

大

村

市

な
く
、
そ
の
合
聞
に
五
十
人
乗

り

ま
が
う
。

当
時
の
古
賀
(
西
彼
杵

一
の
み
か
ん
村
、
静
岡
県
直
京
寸
集
約
米
作
組
合
が
設
置
さ
れ、

お

ど

の

顔

も

ど

の

顔

も

生

き

生

き

に

も

、

公

共

投

資

々

旅
客
機
が
飛
行
場
を
わ
が
物
顔
に
郡
)
は
問
題
に
な
ら
な
い
庭
木
苗
(
い
は
ら
村
)
に
催
る
と
も
劣
引
い
し
く
て
安
い
李
供
給
し
て
い
と
し
、
福
々
と
し
て
い
る

0
2

.

.

.

 

金
と
し
て
相
当
多
額

降
り
て
く
る

。

木

の

大

産

地

と

な

っ

て

い
る

。

な

い

産
地
と
な
っ
て
い
る
。

る
。
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
り
三
百
俵
の
で
お
と
な
た
ち
は
七
福
神
の
よ
う
あ
ら
弘
之
が
い
な
い
、
ど
乙
に

の
融
資
が
な
さ
れ
、

甘
藷
畑
な
ど
薬
に
し
た
く
も
見
当
大
上
戸
川
沿
い
の
山
田

の

谷

に

壁

を
本
年
乙
そ
打
破
る
の
だ
と、

だ
し
、
乙

ど

も

た

ち

は

悌

の

顔

だ

い

っ

た

か

。

わ

た

し

た

ち

の

街

を

ら

な

い

。

も

共

同

一歯
舎
が
見
受
け
ら
れ
る
0

0

0

0

組
合
で
は
張
切
っ
て
い
る
。

背
わ
れ
わ
れ
民
民
の
聞
に

o
乳
弘
之
ノ
大
声
で
さ
け
ん
だ
、
そ

の

住

よ

く

、

よ

り

明

る

黒
丸
部
落
は
、
森
の
合
間
合
聞
と
こ
は
主
と
し
て
豚
の
よ
う
だ
。

大
村
、
西
大
村
の
開
拓
地
一
市
市
内
に
十
一
も
の
股
協
が
あ
っ
と
密
の
流
れ
る
村
。
と
い
う
話
が

声
に
は
っ
と
目
を
き
ま
し
た
。

く
す
る
た
め
に
役
立

に
絵
の
よ
う
な
建
物
が
点
在
し
、

か
わ
い
い
仔
豚
が
、
躍
動
場
で
た
は
、
二
十
ば
か
り
の
酪
股
組
合
が
た
当
時
と
す
れ
ば
隔
世
の
観
が
あ
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
が
、
い
ま
の
枕
元
に
通
勤
服
が
か
か
っ
て
い
る

っ
て
い
ま
す
。

干
害
常
習
地
借
で
あ
っ
た
誕
の
水
わ
む
れ
て
い
る
の
が
眼
鏡
に
映
る
で
き
あ
が
り
、
一

千

胡

余

の

乳

牛

る

。

わ

が

大

村

は

、
盛
々
腕
動
ず
る
工
敷
物
は
セ
ン
ペ
イ
布
団
、
夢

、

あ

た

だ

い

ま

郵

政

省

で

明
る
い
街
に

い

た

し

ま

し

ょ
う


